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新 自由主義の時代 にお けるオ
ー プン エ デュ ケー シ ョ ン に 関す考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊島雅和 （埼 玉 学園大学）

第 1章 は じ め に

　本稿は、新自由 主 義 の 時代にお ける 高等教育 の

「教育」 に 関す る 分野 に お るオープ ン エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン
1
の 行方を探 ろ うとす る も の で あ る。今 日は

新 自由主 義 の 時代 とい われ、そ の 帰結 と して多く

の 分 野 に様 々 な影響 が 表 わ れ て い る と言わ れ る。

新 自由主義 は 、個 人 的 自由 と経済的 自由 の 両方 を

支持す る 立 場 と され、自由を守 る ための 選択 と し

て の 政治的側 面 と、市場 に よ る最終決定の 経済的

側面 を重視する。ま た 、規制緩和、公 企業 の 民営

化 とい っ た経済政策 パ ッ ケージ と共 に理 解 され る

こ とも多 い ．臨教審答申に お け る 高等教育改革に

関 す る 諸政策は、新自由 主 義思想 に 基 づ く もの と

言われ る。競争原 理 を 伴 う諸政策の 導入 の 結果 と

し て 生 ず る格差 の 拡大、自己 責任 性 が 問 題 と し て

指摘 され る こ と も多い 。

第 2章 思想と して の オープン ソ
ース

　複雑な高等教育 に お い て の 位置づ けを 理 解する

た め に、新 自由 主 義批判 の 代表的なもの も踏ま え 、
オ
ープ ン ソ ース

2
の 2 つ の 側面 か ら、そ の 分類 の 枠

組 み を整 理 す る。

　第 1 の 側 面は 、公 的セ ク タ
ー

で の 役割を重 要 視

す る もの と、そ れ を私 的セ ク ター
で 代替可能 とす

るか の 市場 へ の オ
ー

プ ン 度、信頼軸 で あ る。ほ ぼ

新自由 主 義 で の 経済軸 に 相当す る 。 オ
ー

プ ン ソー

ス の 潮流を含め た 情報技術 の 進展 の 帰結主義や、
需要供給 の シ ス テ ム を 所与 とす る 議論 は 時 と して

批判 され る。こ の 論争 は 、市場 に 対 す る認 識 の 相

違 とい え る。コ ミ ュ ニ テ ィ か らの 外部評価 を導入 、

顧客か らの 意 見 採 取 な ど、最終判断を顧 客や市場

的なもの に 任 せ る か 、あ る い は 学校組織が 判断を

下 すか が 分岐 点 となる。こ の 基本的立 場 の 相違 を

「市場 へ の オ ープ ン 度」と くくり、第一
軸 とす る。

　オープ ン ソ
ー

ス の 第 2 の 側 面 は、「情報 の オープ

ン 度 」 で あ る。管理 情報 と、ナ レ ッ ジ を含 め た 情

報 の 中味で ある コ ン テ ン ツ に 関す る 情報 開放度 と

す る 第二 軸で あ る。コ ン テ ン ツ が 自 由 に な る と い

う意味で は、ほ ぼ新 自由主義 の 政治軸 に 相 当 す る。
情報 利 用 の 選 択 者 の 視 点 か らす る と、情報 の オー

1
　 自らの お か れ た 環 境で 、利 用で き る もの は何 で も使 っ て 学ぶ

こ との 総称．イ ン タ ー
ネ ッ トが 教育 分野へ普 及す る 中で の 「教

育に オ
ー

プ ン 性 を入 れ て い く」 新た な 動 き。
1

ソ フ トウ ェ ア の ソ
ー

ス コ
ー

ドを公 開 す る こ とが 本来 の 意 味

だが、よ b 広 義に 閲覧
・
改 変で き る よ う設計図（教育の 場 合は

授業自体）を 開示 す るこ と まで を含む

プ ン 度が高ま れ ば選択肢 が 増 え、一
般的には好 ま

れ る 。 そ の オープ ン 度は 、内部論理 に 関 して の 情

報提供 は 最 小 限 に 留 め る傾向 に あ り、時 と して 問

題 に なる。適切な情報 の 開示 は、市場 の 問題 とは

異 な る。情報生 産側 で あ る学校組織 は 、閉鎖的 と

言われ る こ とも多く、情報 の オープ ン 度を高め る

こ とへの 反発は根強 い 場合 もあ る。情報 オ
ー

プ ン

度 は、適切な管理 と の 兼 ね 合 い が 必要で ある。

　教育 に お い て は、知 識 の 情報 コ ン テ ン ツ を
一

方

的 に 学ぶだけで は す ま ない 。教育は、教育者 と学

習者、あ る い は 学習者 同 士 の 共 同 作 業 の 側 面 も あ

る。そ の 分野 に お い て は、ソーシ ャ ル ネ ッ トワ
ー

ク を利 用 した 共 同 作業 が 可 能 で あ る。ま た、管 理

活 動 で も、必 ず し も物 理 的 組 織 体 制 を 伴 わ ず と も、
ソ
ー

シ ャ ル ネ ッ トワ
ー

ク に て機能す る 事例 もあ る。
教育 に お い て の オ ープ ン ソ

ー
ス は 、オープ ン コ

ー

ス ウ ェ ア に よ る学び と して 、すなわち教育用 コ ン

テ ン ツ 作成や、ソ
ー

シ ャ ル ネ ッ トワーク で の 学習

者の サ ポー
トに お い て 大き く影響を 与 え る。 こ こ

で は、情報 の 部分的開放 で は 不十分 で あ る。情報

の 全 面 的開放 を迫る オープ ン ソー
ス の 思想 に 対 し、

既存 の 学校組織 は 態度を明 確 に す る こ と が 求 め ら

れ て い る。

第 3章 高等教育 における 4 分割モ デ ル

　高等教育機関の 現実を、表形式 に 整理 を試 み た

もの が 下図で ある。

摘報 の オ
ー

プ ン度

（無 償性で 代表）

公開
　　
　 　 　

　 　 　

　　　

部

み

内

の

　　　 布場へ の オープン度 （イン ターネットで 代表｝‘，“mgm ”””’”ww ““一一一一：‘’：’
sEge

“‘“

横軸 の 左右は、市場 へ の オープ ン 度に関す る軸 で

あ る。 こ こ で は 、市場の オ ープ ン 度を 「イ ン タ
ー

ネ ッ ト」 的な市場 に 基 づ く需 要 と供給構造 を前提

とす る か をその 代表指標 と して 捉 える 。 右側象限

は 市場を受容す る 立 場 で あ る。縦軸 の 上 下 は情報

の オ
ー

プ ン 度 に 関する軸で ある。それは、情報 の

フ リー度、すなわち自由に 使 え、さ らに 使用料金

は 基本的 に は 無料、あるい は実費を徴収す る 程度
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に て 提供 され る もの で あ る。公 的認 定 の 観点 とも、
一

部関連 す る 。 今 回 は 、無償性 を代表指標 と し て

分 類 す る。教育 は 特殊 とす る 市場化 を拒否す る 主

張 と 中立 的 立 場 な ど を含 め て 、左 ま た は 下 象 限 に

分類す る。

　第 1 は、A 領域の 既存 の 学校組織型 で 、大 多数

の 伝統的高等教育組織 は こ の 領域 に い る。秋 期 入

学性 に よ り国際競争力 を 維持 し よ うとの 提 言 に 見

られる世 の 教育改革の 大半 は、こ の A 領域 内 を 移

動す る 試行錯誤 の ア プ ロ
ー

チ とみ なす こ とが で き

る 。 第 2 に は 、B 領域 の 株式会社 型 で あ る。文部

科学省 の 大学 に対す る補助金削減や競争的資金導

入等 は、市場 に よ り評価 させ よ うとい う動きで あ

る。大学経営 は自己責任 と市場 に任 せ た結果、新

たな市場 で の 学校組織 が 出現 した。米国で は、1976

年 か ら Phoenix 　University が、国内で も 2007年

か ら特区に て サ イ バ ー大学、LEC 大学 と、ビ ジネ

ス ブ レ ーク ス ル
ー大学等が、イ ン タ

ー
ネ ッ トの 存

在 を 前提 と し た 教育活動 を 始 め て い る。第 3 は 、C

領域 の コ ミ ュ ニ テ ィ 型 で あ る。市場的 に ク m 一ズ

な A 領域 に あ る 教育を コ ミ ュ ニ テ ィ に 開放する動

き で、大学 の 公 開講座や授業 の
一

般公 開 な どが相

当する 。 国内で は慶応大学 SFC キ ャ ン パ ス な どで 、

Y。 uTube や iTune−U を プ ラ ッ トフ ォ
ーム として 少

なか らず の 講義 が イ ン ターネ ッ ト上 に 公 開され て

い る。講義 は ビ デ オ 録画 し た フ ァ イ ル で の オ ン デ

マ ン ド方式 で 、既存 の 授業体系を補完 し うる も の

も少 な くな い。但 し、双方性 に 関す る 機能 は 受 け

付けて い な い
。 大学全体か らす る と、や は り公 開

範囲 は
一

部分 で しか なく、学 問体系や 単位認定の

問題 もあ り、公 的な認証 は な い
。 また、通信制大

学学部で A 領域の 大学を 母 体 に し て い る所 で は、

適切な意思決定 の ために 母体 か らの 独立 性 は 不 可

欠 だ ろ う。国か らの 大々 的な援助 を受け て い る独

立 した組織には、英国 Open　 Universityがあ る。

国内で は、放送大学が対応す る位置 に あ る。地域

毎 の 学習拠点があ る とい うこ と と、全 コ
ース をイ

ン タ
ー

ネ ッ トに も公 開 して い くア ク シ ョ ン プ ラ ン

を方向性 と し て 示 した 放送大学は、情報の オープ

ン 度 に 関 して は 最 も 有利な場所 に 位置 して い る。

第 4 は D 領域、オープ ン エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン 型 で あ

る 。 遠隔 地 か ら も イ ン タ
ー

ネ ッ トを活用 し て 、全

教育 サービ ス が 利用 可 能 な大学の イ メージで あ る。

2000年 に MIT は 全授業 をオ ープ ン コ
ー

ス ウ ェ ア に

公 開 し た の は、D 領域 の 先 駆 け で あっ た。そ れ を

さらにオ
ープ ン コ ーソ シ ア ム とし て 広 げ、蓄積 さ

れ た 情 報 コ ン テ ン ツ を 活 用 し て Western

GQvernors　Universityは約 6 分の 1 の 学費で 正 規

の 大学卒業資格 が 取得 で き る し くみ を提供 し て い

る。ま た、University 　 of 　the 　PeQple も、同 様な

し くみで 、学費不要 な イ ン ターネ ッ トに よ る大学

と して 2010 年 に 出現、Stanford 大 の Coursera

も 2012 年 か ら稼働 し、今後 の 動 きが 注 目され る。

　新 自由主義思想 で の 圧力 は、先 の 図 表 で の 既存

の 学校組織を左象限か ら右方向 へ 移動を促す動 き

と い え る。同 時 に、（高等教育 に 限 らず）情報 を オ

ープ ン で 、そ し て さ らに フ リーに、すなわち自由

で 、ま た 無料 に 向か わ せ る 下 象 限 か ら上 へ と の モ

デル が 出 現 して い る。こ の 矢印 の 方向は 不可逆で

あ る 。 なぜ なら、選 択肢 を広 げる ぺ く広 ま っ た サ

ー
ビ ス で は 時計 を 逆回 しに は で き な い か ら で あ る。

第4 章　むすび

　今後、日本 の 高等教育は ど の よ うな道 を歩ん で

い くか、起 こ りうるシ ナ リオ を考え よ う。
B 領域

の ように最近 に 出現 した新た な組織体 か ら D 領域

へ 向 か う道 を辿る こ とは難 しい 。組織 の 存続 自体

を 危 うくす る危険性 を伴 うた め で あ る。C 領域か

ら D 領域への 移行 も容 易 で は ない
。

C 領域 は 単独

で は成 り立ち得ず、A 領域 か らの 支援 に 大きく依

存す る 場合は、母体組織 か らの 抵抗 が 十分 に 予 想

され る。政府 か らの 安定的資金 供給 に 関 して も確

実さは な い。

　A 領域に あ る学校組織が 自ら事業境界 を瞹昧に

して 、B、　C あ る い は D領 域 へ 積極的 に シ フ トし よ

う と す る 強い 動機 は 起 こ り に くい だ ろ う。A 領域

は 、今後 と も主 役 の 位置 に 居 続 け る だ ろ うが 、D

領域的 な試 み との 競 争 に 晒 され る こ とだ ろ う。そ

の 際 に 、A 領域 に 属 し た ま ま 拡 張 し よ う とい う条

件付 きオープ ン で は 、従来 の A 領 域 で の 思想 か ら

脱 して い な い 。D 領域は 、無条件な オープ ン さが

必 要 で あ る 。 グ ロ
ーバ ル 競争 に な りつ つ あ る 高 等

教育 の 分野 で は、D 領域 に 至 る道の 困難さは、ど

の 国で も同様な困難 さ を伴 う。
MIT で は、　A 領域 か

らD 領域 へ 目指した 起業家的なブ レ
ー

クス ル
ーが

存在 した。それは米国の 文化思想的 な素地 が 存在

した か らと言 わ れ る。日本 の オ
ー

プ ン エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン へ の進 展 は、そ の ような諸事情 か ら推測す

る な らば、早 期 に進む こ と は決 して な い で あ ろ う。
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